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現用テレメータの受信感1度について
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　　　1．K－8型よりK－9M型に至る受信感度
　K－8型シリーズのテレメータ受信については，すでに

本誌（昭和38年7月号）に検討され，その結果として
送信アンテナの適用法が与えられた．すなわち，150型

ロケットには尾翼アンテナ，245型1コケットには胴体ア
ンテナが適当であるということである．一・方，受信装置

の感度については，4素子ヘリカルアンテナおよび高感

度受信機が昭和36年に増設され，旧装置に比べて約16

dB感度が改善された．テレメータ受信の可能性を決め

る信受機のスレショルド入力は約一112dBで，送信機

出力を1Wとすれば有効伝播距離は10　dBマージンを
とって約2，000kmとなる．　K－8型からK－9M型に至
る一連の観測実験のうち，初期のK－8－11号機までは受

信機入力は理論値に対して飛しょうの途中で予想外に下

．がることはあったが，最近のK－9M型は1，2号機と
も理論値に対して一10dB～一　15　dB以内に入り，十分

余裕をもったテレメータ受信に成功している．

　　　　　　　2．L－2型における検討

　（1）検討の方針
　前項の検討の方法に準じて行なうが，K－8型および

K－9M型より飛しょう距離が格段に増大するL－2型に
おいては受信レベルが受信機のスレショルドに近づいて

くることが予想せられるため，改めて検討に必要な諸定

数の再検討，再確認を行ない，正確を期した理論値を算

定し，実測値との比較検討を行なった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　検討のための
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第1図　送受についてのモデル（実線内）

て以下検討する．

　（2）　定数の検討

基本系を第1図
のようにテレメ

ータ出力端子か

ら受信機の入力

端子までとし，

その系に含まれ

る各要素につい

　電波の伝播については，電離層の影響や異状伝播等は

すべて無視し，単に自由空間をロケットが飛しょうする

ものとした．

　1）送信アンテナ利得
　送信アンテナの指向性およびインピーダンス整合度に

ついてはすでに生産研究に発表せられている結果を用い
た．

　a）吹流しホイップ型アンテナの指向性およびインピ

　　ーダンス整合度

　i　K－8型における指向性は，両アンテナを含む面内

紅おいて利得偏差約14dBである．
　上記と直角な面内における利得偏差は約9．5dBであ
る．

　i　K－8－7号機において周波数224．5～225．5Mc／s
におけるインピーダンス整合度の実測値は1．2以下とな

っており，各ロケットの製作および飛しょう前のアンテ

ナ試験においても，ほぼこの値が満足していることが確

かめられている．

　送信アンテナ利得はロケットのように受信アンテナに

対して方向が固定されないものに対しては単一の値を定

めることは不可能であり，実用上は送信アンテナ利得を

1とし，上記a）およびb）の結果から，アンテナ整合
度は非常によいので，その電力損失を無視し，アンテナ

の指向性による送信電力の偏差を吹流しホイップ型アン

テナに対しては約14dB，フック型ボデイアンテナに対

しては約4・5dBあるものとして考える．298　Mc／sの

アンテナについても225Mc／sのものと同一と仮定した．

　2）受信アンテナ利得および整合度

　a）225Mc／s受信用
　L－2－2号機飛しょう前における実測値によれば下記の

とおりである．

　　　4素子ヘリカルアンテナ

　　　　　　　　〃
　　八木アンテナ（5要素）

　　　　　　　　〃

b）298Mc／s受信用

利得　　14．8dB
整合度　　1．15

利得　　7．5dB
整合度　　1．2以下

　整合度はa）と同様の実測値であるが利得は試作時の
データを採用した．

　　　　4素子ヘリカルアンテナ　利得　　14dB

　　　　　　　　　〃　　　　　整合度　1．2以下

　3）送信アンテナケーブルによる損失

　a）吹流しホイップ型アンテナの場合
　この場合は頭部送信機から尾翼までRG－58　A／U型テ

フロン同軸ケーブルを使用している．K－8型の場合この

ケーブルの長さは約3mであるから，その損失は次のよ
うになる．

　　　　225Mc／sにおける損失　　　約0．7dB
　　　　298Mc／s　〃　　〃　　　　約o．　8　dB

　送信機出力電力の測定時にはほぼ0．2dBの損失のあ
るケーブルを使用しているため送信電力として電力計指

示値を使用する場合は上記値を次のように補正する．

　　　　225Mc／sにおける損失　　　　約0．5dB

　　　　298Mc／sにおける損失　　　　約0．6dB

　b）フック型ボディアンテナの場合

　この場合は送信機からアンテナまでのケー一ブルと電力

計のi接続ケーブルの損失が，ほぼ等しいため省略でき
る．

　4）受信アンテナケーブルによる損失

　4素子の225Mc／s受信用ケーブルーRG－9A／U一の15
mの損失は約1．　8　dB，298　Mc／s受信用は約2dBの損
失である．

　（5）受信レベルの理論値

　受信レベルは受信機入力端子に換算された値を使用し

ているが，これは標準信号発生器による置換が容易なた

めである．
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　1）受信レベル
　受信アンテナ・ケーブルのインピーダンス，受信機入

力はすべて50Ωであるから，受信機入力端子に誘起さ

れる起電力VRは次式で表わされる（第1図参照）．

　　　　レー轟5・（GTLT）（豊）P・　（1）

　　　　ただしλ＝波長（m）

　　　　　　　　R一送信アンテナの直距離（m）

　　　　　　　　PT＝送信電力（W）

　　　　　　　　GT一送信アンテナ利得

　　　　　　　　GR＝受信アンテナ利得

　　　　　　　　LT・＝送信アンテナケーブル損失

　　　　　　　　L尺＝受信アンテナケーブル損失

　上式を計算に便利な形に変形すると（2）式のように
なる．

　　　　YR　dBge＝104．55十1010gio　GT　GR　PT

　　　　　　　　－　10　logie　LT　LR－20　logio　f　Mc　R　km

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

ただしのVR　dBgeは1μVに対する比を対数表示したも
のであり，fMcは周波数をMc／sで表わし，　Rkm

は直距離をkmで表わしてある。　　　　　　　　　　50
　a）周波数225　Mb／s，送信電力1Wを4素子ヘリ

　　カルアンテナで受信する場合

　i　フック型ボディアンテナを送信側に使用したと
きは「7R　dB“；70，5－　20　logio　R　krnとなり，これに対

してロケットのスピンによる受信レベルの偏差約4．5

dBを付加して考える．

　ji　吹流しホイップ型アンテナを使用した場合は上

式に対して送信アンテナケーブルの損失が0．5dB悪

化しスピンによるレベル偏差が約14dBとなる．

　b）周波数298Mc／s，送信電力1wを4素子ヘリ
カルアンテナで受信する場合

　i　フック型ボディアンテナを送信側に使用すると
きはVR　dBge＝67．05－20　logio　R　km　とな

り，ロケットのスピンによるレベル偏差が

約4，5dBとなる．

　i　吹流しホイップ型アンテナを使用し

たとぎは上式に対し送信アンテナケーブル

損失分が0．6dB悪化しスピンによるレベ

ル偏差分を約14dB考慮すればよい．
　2）　受信可能距離

　受信機のスレショルドレベルは約一5dBge
であるから，上記L：2．（3）．1）a），b）

のおのおのの場合について到達距離を求め
ると，

　2・（3）・1）a）の場合
　　　’ボディアンテナ　　　約3，550　km

　　　ホイップ型アンテナ約1，120km
　2・（3）・1）b＞の場合

　　　ボディアンテナ　　約2，380k皿

　　　ホイップ型アンテナ約745km
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　L－2－1，2号機の飛しょうの際に得られた計4箇の受’

信レベルデータを無線周波数によって分類表示すると，

　1）225　Mc／s系

L－2－1，2号機の送信電力を0．6Wとしたとき，いず

れもフック型ボディアンテナを使用しているので理論値
は，

　　　　VR　dBge＝・68．3－20　loglo　R　km

これを記録データに記入し，第2図を得る．

　2）298．1Mc／s系
L－2－1，2号機の送信電力を1．5Wとしたとき，いず

れもフック型ボディアンテナを使用しているので理論値
は，

　　　　VR　dBp＝・68．8－20　logle　R　krn

これを実測値と第3図に示す．

　（5）実測値に対する考察
　L－2－1，2号機の受信レベルには，次の三つの顕著な

現象が見出だされた．

　i）発射時から存在するレベルの差

　0
　－5

　－10

　　　　　　　　　　直距離　（k肌）

　　　　　　　　　第2図　L－2－1，2号機
225Mc／sテレメータ受信レベル（受信機スレショルドレベルー5Bd＞
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　　　　　　　　　第3図L－2－1，2号機
225　Mc／sテレメータ受信レベル（受信機スレショルドレベルー　5　dBp）

となる。これはズピノの偏差をいちばん悪く見積った場

合で，送信アンテナの平均利得に対してふり分ければこ

れより良い値が得られるものと考えられる．また298．1
Mc／s受信アンテナ利得を14．　8　dβとすれば，　b）の場

合はこれより良くなり，ボディァンテナの場合は約
2，　620　km，ホイソフ型アンテナについては約817　km

が得られる一一“　　　’」1　　’

　（4）受信レベルの理論値と実測値の比較

　ji）メイン点火時以降の偏差

　血）開頭後におけるレベル変動

　これらの現象の原因については，アンテナの取付位置，

取付方法などが関連しており，その対策についても成果

がえられつつある．こうした対策によって，通達距離は

その理論値，すなわち，225Mc／s系では約2，750　km，

298Mc／s系では約2，　920　kmに達しうるものと考えてい

る．　　　　　　　　　（1964年9目28日受理）
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